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資料４－１廃棄物処理基準等専門委員会

参考１平成２２年１２月９日

廃棄物最終処分場の放流水等に係る実態調査について

（第１回専門委員会での指摘を踏まえ下線部について見直し）

１ 調査の目的

平成21年11月30日の水質汚濁に係る環境基準の改正に伴い 「一般廃、

棄物の最終処分場及び産業廃棄物の最終処分場に係る技術上の基準を定

める省令 （昭和52年総理府・厚生省令第１号）の見直しを行うための」

検討に必要な基礎資料を得るため、廃棄物最終処分場の放流水等におけ

る、1,4-ジオキサン、塩化ビニルモノマー及び1,2-ジクロロエチレン濃

度の実態を把握すること。

２ 調査の内容

○調査方法概要

産業廃棄物最終処分場は廃棄物処理法所管自治体が、一般廃棄物最終

処分場は施設管理者が採水し、環境省からの受託者が受け取り分析を行

い結果を取りまとめる （分析方法は環境基準告示に規定された方法と。

する ）。

なお、採水時に各施設の主な埋立物や水処理施設等に係る情報を添付

願い、集計結果の解析にて活用する。

調査の際、埋立年数、最終処分場の構造（嫌気性、準好気性等）も含

めて情報収集することとする。

○検体採取対象と採取施設数

最終処分場区分 採取対象 施設数

浸透水 約１００産業廃棄物 安定型最終処分場

浸出水、放流水 約１００管理型最終処分場

（※） 約１５０一般廃棄物最終処分場

※全ての浸出水、放流水で分析を行うこととする。

○対象項目

最終処分場区分 分析項目

・ ジオキサン産業廃棄物 安定型最終処分場 1,4-
・塩化ビニルモノマー管理型最終処分場

・ ジクロロエチレン一般廃棄物最終処分場（※） 1,2-
※全ての処分場で 物質を測定することとする。3
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○その他

・ 併せて、廃棄物最終処分場で通常用いられている浸出水処理技術を

踏まえ、対象物質に係る処理能力について文献調査を行う。

・ 実態調査の結果を受け、処理プロセスに着目した追加調査として、

ジオキサン等が検出された数施設において、処理施設の主要ポイ1,4-
ントにおいて採水・測定を行う。

・ 上記調査の他、地方公共団体の協力を得て地方環境研究所等が保有

している既存データや知見も収集する。

、 （ 、・ 調査地点の選定に当たっては 処分された廃棄物の種類 焼却残さ

粗大ごみ、不燃物等 、最終処分場の構造（嫌気性、準好気性等 、） ）

地域性等を可能な限り考慮する。

(参考)廃棄物最終処分場設置数(平成20年４月１日現在)

種類 一般廃棄物 産業廃棄物 産業廃棄物

最終処分場 管理型最終処分場 安定型最終処分場

１，８３２ ８６０ １，３６１施設数


